
 

令和８年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 
学習指導 

○1 ICT を活用した組
織的授業改善に取
り組み、変化の激
しい社会に適応で
きるよう、生徒の
資質・能力を高め
る。  

 
 
 
○2大学進学等の多様
な進路希望を実現
させる学習指導を
充実させる。 

 
 
 
 

○1昨年度までの組織的
な授業研究の成果を
踏まえて、人工知能
AI を授業づくりに活
用し、授業改善に取
り組む。 

 
 
 
 
○2個に応じた進路希望
実現に向けて、計画
的かつ組織的に学習
指導及び学習支援を
行う。 

①年度当初に年間を見
通した授業研究の計
画を立て、職員全体
で研究テーマを共有
し、互見授業、校内
研修、公開研究授業
を行う。 

 
 
 
②１･２年次においては
スタディサプリ、夢
ナビ講義動画等を活
用し、生徒の主体的
な学びを促し、キャ
リア意識を醸成す
る。 

 
②生徒の多様な学びに
対応するため、学習
支援の年間計画を整
備し、年次・グルー
プ間で連携しながら
実施・振り返りを行
う。 

①授業改善の取組を通し
て、生徒の学習に取り
組む態度や意識を醸成
することができたか。
（生徒による授業評
価） 
研究テーマに沿って普
段の授業づくりに職員
の意識が高まったか。
（職員アンケート） 

②生徒のスタディサプリ
の利用率が上昇し、生
徒の学習意識が高まっ
たか。夢ナビ講義動画
を積極的に視聴し、キ
ャリア形成に役立てる
ことができたか。 

 （担当者による評価） 
②個々の状況に応じた学
習支援について、学校
とのつながりの維持、
個別に応じた柔軟な対
応、及び継続的な支援
の実施状況をもとに学
習支援ができたか。 
（担当者による評価） 

２ 
 
生徒指導・
支援 

○1組織的な教育相談
体制を構築し、生
徒一人ひとりに応
じた支援を行う。 

 
 
 
○2規範意識を高め、
校内だけでなく地
域社会においても
責任ある行動がと
れるようにする。  

 
 
○3学校行事、生徒会
活動、地域行事等
に対する生徒の主
体的な取組を促
し、自己肯定感と
他者を尊重し協働
する態度を養う 

○4部活動の活性化を
通じて、挑戦する
気持ちを高め、豊
かな人間性や社会
性の涵養につなげ
る。 

 
 

①職員間の教育相談へ
の意識の高まり中で
定着した「積極的」
アプローチ体制を、
より効果的かつ迅速
に教育相談につなげ
る。  

②校内や地域における
ルールやマナーを遵
守することを通じ、
生徒自身が自己の在
り方をしっかり考
え、自律した行動が
できるよう養成する 

③学校行事、生徒会活
動、地域行事等で、
生徒が主体的に取り
組 み、自己肯定感と
協働する態度を育成
する。  

 
④部活動をとおして、
充実感や達成感をも
たせ継続させること
で、豊かな人間性や
社会性を育成する。 

①校内体制の整備とと
もに、外部資源を活
用した、組織的な教
育相談を実施する。 

  
   
  
②生徒・保護者・地域
等と連携し、校内ル
ールの在り方を検討
する取組を実施す
る。 

③学校行事、生徒会活
動、地域行事等で、
個人やグループとし
て主体的な参加がで
きるよう促す。また
参加した生徒が他者
と協働し、自己肯定
感が高められるよう
行事運営を工夫する｡ 

④前年度初めて実施し
た部活動に関するア
ンケート結果を参考
に、部活動で充実感
や達成感を得られる
よう、各部活動で活
動計画を立案する。 

①サポートドックを中心
とした積極的支援を、
年次及び職員全体で取
り組み、生徒一人ひと
りに応じた支援ができ
たか。（担当者による
評価） 

②生徒自ら規範意識を高
め自律した行動ができ
るようになったか。
（担当者による評価、
生徒アンケート） 

③各行事への取り組みを
とおして、他者と協働
して取り組み、自己肯
定感を高めることがで
きたか。 
（生徒アンケー ト） 

 
 
 
④部活動の継続率が、前
年度（部活動入部者
59.2 ％ 中 、 継 続 者
48 ％、途中退部者
11.2％）より上がった
か。 
（生徒アンケー ト） 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

３ 
進路指導・
支援 

○1生徒一人ひとりに
よりよい進路を実
現させるため、進
路に関する知見を
広め、自己の将来
を洞察することが
できるような進路
指導を展開する。 

 
 
 
 
 

① 21 世紀型リーダー
シップ教育を導
入・実践し、生徒
一人ひとりがリー
ダーシップを発揮
できるよう支援を
行う。 

① 生徒が自分自身の
在り方生き方につ
いて模索するため
の探究的な学びを
支援する。 

①リーダーシップ入門
の授業実践等によ
り、生徒のリーダー
シップ発揮を促し、
様々な場面で活用で
きるよう機会を設け
る。 

○1生徒が自らの在り方  
生き方を考えるため
の学問適性・職業適
性のアセスメントを
実施し、キャリアの
基盤を築くよう支援
する。 

①リーダーシップ教育に
よって、生徒にどのよ
うな成長が見られた
か。 
（生徒アンケート） 

 
 
①アセスメント後、自分
自身に新たな可能性を
発見することができた
か。 
（生徒アンケート） 

４ 
地域等との
協働 

○1地域の教育力や外
部の人材を活用し
た教育活動を推進
する。 

 
 
○2共生社会の実現に
向け、インクルー
シブ教育をすすめ
る。 

 
 
 
 
 
 

①高大（高専）連携や
外部講師等の活用に
より、生徒のキャリ
ア意識の啓発を図
る。 

 
②生徒会等を主体とし
た三ツ境支援学校分
教室生徒との交流活
動を通じて、インク
ルーシブ教育を推進
する。 

○2多文化共生に向け、
外国人への理解を深
める。 

①外部機関や地域との
連携を図るだけでな
く、夢ナビ講義動画
を活用し、高校卒業
後の進路選択に役立
てる。 

②対面式、体育祭、文
化祭、部活動等で分
教室の生徒と交流す
る際、より深く関わ
ることができるよう
工夫する。 

○2外国籍の生徒が、学
校生活で不満に感じ
ることがないか調査
し対応する。 

①生徒のキャリア意識啓
発に繋がる、効果的な
取組ができたか。（担
当者による評価） 

 
 
○2三ツ境支援学校分教室
との交流をとおして、
障がい者共生への意識
が向上したか。（担当
者による評価） 

 
○2外国籍の生徒の意識調
査で不満が減少した
か。 

（担当者による評価、生
徒アンケート） 

５ 
学校管理 
学校運営 

○1学校施設の整備、
美化活動の推進等
を通じて、優れた
教育環境と防災体
制を構築する。  

 
 
 
 
○2本校の教育活動を
積極的に発信し、
学校の魅力をＰＲ
する。 

 
 
 
 
 
 
○3教職員の働き方を
見直し、教職員自身
のウェルビーイング
を高める。 
 

①DIG実習等をとおして
防災意識を高めると
ともに、学校内外の
清掃に努め美化意識
を養う。 

 
 
 
 
○2ボランティア生徒の
協力のもと、生徒主
体の広報活動を実施
する。 

 日々の HP 更新や学校
案内の刷新により、
タイムリーな情報提
供を行う。 

 
 
○3時間外勤務の把握と
削減を実現させて、
休暇の取得を推進し
て、教員が生徒と向
き合う時間を確保す
る。 

①LHRや防災訓練の際に
DIG実習等を実施し、
生徒に危険地域や防
災についてより具体
的なイメージを持た
せ、防災訓練及び清
掃活動の意義につい
て考える機会を充実
させる。 

○2年度当初に各年次で
ボランティア生徒を
募り、職員と生徒が
協働して、よりよい
広報活動を展開す
る。 

 各学校行事での記録
をとり、生徒の活き
活きとした活動を掲
載する。 

○3学校・家庭連絡シス
テムの導入、および
衛生委員会を活用し
て時間外勤務を削減
する。 

①諸活動において生徒の
防災意識や美化意識を
育成することができた
か。（生徒アンケー
ト） 

 
 
 
 
②学校見学会や説明会に
おいて参加者が満足す
る説明等ができたか。
（参加者アンケート） 

 校内における学校行事
や部活動の実績など、
常に新しい情報を HPに
掲載することができた
か。（担当者による評
価） 

○3衛生委員会による周知
や推進できたか。時間
外勤務を把握し、減少
したか。（衛星委員会
による評価、勤務時間
管理システム） 

 


